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新見医師会における在宅医療・介護連携の取り組みについて

 新見医師会理事　迫田　秀治

　新見医師会は、新見市と保健所などと連携して、出来る限り住み慣れた地域で自分らしい
生活が、続けられるように包括的・継続的な在宅医療を供給すべく、新見市在宅医療・介護
連携支援センターまんさく（以下「まんさく」という。）を受託し、介護支援専門員１名を
配置し在宅医療・介護の連携、調整を行っています。
　「まんさく」は、新見市からの委託事業として⑴地域の医療・介護の資源の把握、⑵医療・
介護関係者の情報共有の支援、⑶在宅医療・介護連携に関する相談支援、⑷医療・介護関係
者の研修があります。また情報連携システム推進事業（市補助事業）も行っています。⑴に
ついては、医療・介護・福祉関係の事業所ごとに相談窓口、担当者などをまとめた加除式連
携ガイドを作成して各事業所に配布しています。令和元年５月に変更箇所を配布し、PDF化
して新見地域在宅医療支援システム研究会ホームページへも公開しています。⑵については、
平成24年より地域連携パスである「新見版情報共有書」をインターネットでリアルタイムに
やり取りできる「Ｚ連携」に加えて、平成28年より県南の大きな病院とweb（テレビ）会議
が可能となっています。
　医療と介護のスムーズな情報共有支援の為に「新見版情報共有書」と「認知症用新見版情
報共有書」の普及啓発を行っています。⑶については、相談の受付や連携調整を行っています。
地域包括支援センターや認知症初期集中支援チームと協力し、地域支援も行っています。
　平成30年７月に新見地域入退院支援ルール第２版を、「まんさく」とコメディカルや介護
従事者等で構成された「新見地域医療ネットワーク」で作成しました。入退院支援ルールは
病院担当者と在宅担当者が確実に連携をとり、多職種と協働して、たとえ担当者が変わって
も切れ目のない支援を提供できる情報共有ルールです。「新見地域医療ネットワーク」で、
多職種から広く意見を聞き作成されたものです。介護保険サービスのある場合とない場合と
に分けて支援ルールが作成されています。⑷については、年に３回の医療・介護の多職種連
携会議を開催しています。今年度は、栄養、リハビリ（言語聴覚士の取り組み、嚥下）、フ
レイルについて80名程度の参加者で活発なグループワークができました。
　令和元年５月１日に高梁・新見地域認知症疾患医療連携協議会（新見部会）が発足しました。
８月22日第１回新見部会が開催されました。部会委員は、医療・介護・行政・認知症疾患医
療センター（こころの医療たいようの丘ホスピタル）などの各機関から参加しています。
　高梁・新見地域は、高齢者の割合が全国より高く、認知症の人が増えています。地域で安
心して生活できるように、協議会のスローガンである「いつでも、どこでも、認知症高齢者が、
必要な時に、必要な所で、必要な支援を受けられる地域づくりを目指す」を実現するために
どういう取り組みをすれば良いか話し合いました。
　新見医師会として、市、保健所、社協、医療・介護、公立大学などの関係者が月１回集ま
り意見交換できる「新見地域在宅医療システム研究会」を開催しています。また、認知症ケ
ア医療連携体制整備事業（県補助事業）も行っており、これからも包括的・継続的な在宅医
療を提供できるように、より一層の工夫をしていきたいと思っています。
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会員の声 （郡市等医師会から）

ここにおいて、キューリの謎が解けた話
 和気医師会理事　平　　　資　正

　昭和の終わりごろ、当時は沢本耕太郎の小説「深夜特急」の影響か、バックパックを背負った
若者の貧乏旅行が流行中で “地球の歩き方”というガイド本も人気でした。
　昭和62年春に卒業旅行と称し、“地球の歩き方、ヨーロッパの田舎編”を頼りに初めての海外
旅行に挑戦しました。フランクフルトへの往路とドゴール空港からの復路、一回だけ圏内を移動
する飛行機の便、初日と最終日のホテルのセットで30万円くらいの“ゼロツアー”でした。南回
りで夜中のカラチにて給油、30時間以上の空旅のお供は、サン･テグジュペリ「夜間飛行」と「人
間の大地」でした。
　ドイツの空港の空気は、外国製のボードゲームの箱を開けた時の香りがしました。フランクフ
ルトで、最初に飲んだビールの美味さは忘れられません。オーバーカッセル鉄橋は遠いので諦め、
ハイデルベルグ城で「ソフトクリーム有ります」の日本語の張り紙に苦笑し、名物のワインを飲み、
お祭り騒ぎのビアホールでビールを楽しんだ後、イギリスに移動しました。
　ロンドンでは、是非一度“パブ”に入らねば、と“ジャックとジル”だったか“アダムとイブ”だっ
た様な名前の店のドアを開けました。お店の中は、腕に入れ墨のおじさんおばさんが盛り上がっ
ていて、優しく迎えて頂きました。何を飲むかと聞かれて、何があるかと聞き返し、ビターとラ
ガーとエールとスタウト、あとこれは“ママのミルク”だと、リンゴ酒を紹介されました。半パ
イントずつ順番に挑戦しつつ、片言の国際交流を繰り広げた処、マスターらしき人が、自分は日
本に行った事があるとの事。昔、海兵隊員だった頃、日本の“キューリ”にいたと言う。“キュー
リ”と云う名前の町に心当たりがないが、本当に日本か？と聞くとトウキョウ、オオサカと同じ
島にあって海に面した町だと。“キューリ”に似た響きで“九龍”とか“九州”とか鑑別が上が
るも、見当がつかず、“キューリ”は日本語で“キューカンバ”の事ですぜ、と言ったらおじさ
ん大笑いしてくれました。ロンドンでは、無料の博物館を経巡り、湖水地方に移動、“ヒルトップ”
まで歩き、自転車で湖を回って、さらにスコットランドを目指します。
　スコットランドの小さな駅で次の汽車は、何時かと駅員さんに訊いた処“タルティタルティ”
と答える、何度か聞き返して解らないって顔をすると、駅員さんニヤッと笑って時刻表の裏に
“13：13”と書いてサムアップ。バスの中では香港からの留学生に腕時計の（土）って何だと聞かれ、
月火水、という曜日表示は日本独特のものと知りました。ネス湖を経て、念願のウイスキーディ
スティラリーを見学、ほぼ当初の目的は達成しました。
　ドーバーを渡り、旅は続きましたが、もうそんな昔の事はすっかり忘れていた今年の春の事で
す。中学生の次男が学園祭で戦艦大和の模型を造るというので、呉の大和ミュージアムを訪ねま
した。呼び物は、10分の１の戦艦大和模型ですが、明治期から海軍と共に発展した呉の街の歴史
が総合的に展示してあり、戦後は造船を中心に復興した経緯も学べました。戦後復興のコーナー
で「呉には英国軍が進駐していた」との一文を読んだ時、突然30年前の記憶が蘇ってきました。
“キューリ”とはKUREの事だったのだろうか。言葉って、本当に面白いですね。雑文にお付き
合い頂き有難うございました。


